




































お二人とも地域政策学部設立時（2011 年 4 月）から，本学部の教育・研究に多大の 
ご尽力をいただきました。両先生のいわばメモワールとして，今回退職記念特集号 
を刊行することができましたことを大変嬉しく思います。 







































高橋 貴 教授 近影 
高橋 貴（たかはし たかし） 教授 
Professor Takahashi Takashi 
 
略歴： 
1947 年   岩手県水沢市生まれ 
1971 年   国際基督教大学（ICU）教養学部 卒業 
1971 年   野外民族博物館リトルワールド 研究員 
1998 年   野外民族博物館リトルワールド 退職 
1998 年   愛知大学国際コミュニケーション学部 教授 













『博物館展示論』（共著，放送大学，2016 年），『新修豊田市史別編民俗 II 平地のく 
らし』（共著，豊田市，2015 年），『ドイツ語圏に見る民藝と民俗』（共著，愛知大学 
フォークライフ研究会，2014 年），『新修豊田市史別編民俗 I 山地のくらし』（共著， 
豊田市，2013 年），『扇の文化』（編著，あるむ，2011 年），「ミュージアムにおける 
分類・展示・交流」（単著，『展示学』第 48 号，日本展示学会，2010 年），『オイル 
ランプとサモワールー生成と伝播をめぐる文化人類学的研究』（共著，愛知大学フォ 
ークライフ研究会，2006 年），「扇の多義性」（単著，『文明 21』第 12 号，2004 年）， 
「南インドの職人と工芸品」（単著，『文明 21』第 6 号，2001 年），「南インドにおけ 
る衣装と装身」（単著，『文明 21』第 4 号，2000 年），『民俗学の視座』（共著，伊勢 
民俗学会，1995 年），『葬送儀礼と祖霊観』（共著，光出版，1993 年），「音と力」（単 
著，『季刊民族学』第 65 号，1993 年），「ヒンドゥー寺院における儀礼の研究」（単 
著，『I. F. Report』No.19，1991 年），『豊根村誌』（共著，豊根村，1989 年），『佐 
織町史』（共著，佐織町，1989 年）『探検博物館 第 1 巻』（共著，あいうえお館，1988 
年），『西春町史民俗編』（共著，西春町，1983 年），「トバ・バタック族における女 
財としてのウロス（布）」（単著，『リトルワールド年報』第 3 号，1981 年），「山形 









西堀 喜久夫 教授 近影 
西堀 喜久夫（にしぼり きくお） 教授 
Professor Kikuo Nishibori, Ph.D. 
 
略歴： 
1947 年   長野県上高井郡豊洲村（現・須坂市）生まれ 
1971 年   富山大学経済学部 卒業 
1971 年   自治体問題研究所 就職 
1973 年   大阪自治体問題研究所 事務局長 
1980 年   大阪自治体問題研究所 常務理事，主任研究員 
1992 年   京都大学大学院経済学研究科修士課程 入学 
1995 年   京都大学大学院博士課程 入学 
1998 年   九州国際大学経済学部 助教授 
2002 年   九州国際大学経済学部 教授 
2005 年   九州国際大学大学院企業政策研究科 研究科長 
2005 年   九州国際大学 副学長，理事 
2007 年   九州国際大学 学長代行 
2008 年   博士（経済学）取得 （京都大学，論文博士） 












学研究』第 33 号，2017 年），『Basic 地方財政論』（共著，有斐閣，2013 年），「東日 
本大震災と地方財政問題―宮古市の事例」（単著，『経済論集』第 190 号，2013 年）， 
「都市コミュニティと財政システム」（単著，『九州国際大学経営経済論集』第 16 巻 
第 2 号，2010 年）,『現代都市政策と地方財政―都市公営事業からコミュニティ共 
同事業への発展―』（単著，桜井書店，2008 年），「関一の都市財政論―歳入論の視 


































住所・TEL 愛知県豊橋市町畑町 1-1 
電話 0532（47）4586 
